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新
年
度
に
向
け
て
理
事
会
を
開
催

　

去
る
3
月
13
日
（
木
）、
土
浦
市
・

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
に
於
き
ま
し

て
、
正
副
会
長
会
議
並
び
に
理
事
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
新
年
度
に
向
け
て
上

程
し
た

〇
令
和
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）

〇
令
和
7
年
度
収
支
予
算
（
案
）

〇
令
和
7
年
度
借
入
金
限
度
額
の
件

が
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
公
益

法
人
と
し
て
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

や
会
員
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

柔
軟
性
を
持
っ
て
存
在
感
を
示
す
法

人
会
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
の
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て
は
、
感
染
も
収
束
し
、
計
画

し
た
事
業
も
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
従
来
の
形
式
で
実
施
で
き
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
、
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た

事
業
計
画
・
予
算
に
基
づ
き
ま
し
て
、

新
年
度
事
業
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

令
和
7
年
度
基
本
方
針

法
人
会
の「
理
念
」

法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

�

リ
ー
ダ
ー
と
し
て

企
業
の
発
展
を
支
援
し
　

地
域
の
振
興
に
寄
与
し
　

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る

経
営
者
の
団
体
で
あ
る

　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
企
業
の
健

全
な
る
発
展
と
納
税
対
応
が
出
来
る

企
業
体
質
強
化
の
た
め
、
研
修
会
等

を
は
じ
め
、
一
般
市
民
を
対
象
と
し

た
税
の
啓
蒙
活
動
及
び
社
会
貢
献
事

業
な
ど
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
各
種

事
業
の
開
催
、
並
び
に
税
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
国
と
社
会
の

繁
栄
に
貢
献
す
べ
き
諸
事
業
を
次
に

掲
げ
た
基
本
方
針
に
則
り
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

Ⅰ
．
基
本
方
針

１
．健
全
な
る
納
税
者
団
体
と
し
て
、

納
税
対
応
の
体
質
向
上
に
繋
が
る
活

動
を
行
い
、
経
営
者
の
団
体
と
し
て

会
員
の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援

し
、
企
業
経
営
及
び
社
会
の
秩
序
あ

る
発
展
に
貢
献
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

我
が
国
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
租
税

教
育
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

２
．
各
種
事
業
活
動
の
積
極
的
な
公

開
を
行
い
、「
税
」
に
関
す
る
活
動

に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
地
域
社
会

と
の
共
生
を
目
的
に
社
会
貢
献
活
動

を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

３
．
税
務
当
局
と
の
連
絡
協
調
を
は
か

り
、
納
税
者
と
税
務
当
局
の
相
互
理
解

の
醸
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
税
務
行

政
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
す
る
た
め
の

事
業
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
e -

T
a
x

（
添
付
書
類
を
含
め
る
）・
e
L
T
A
X

の
普
及
・
定
着
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
の
利
用
拡
大
な
ど
電
子
化
に
向
け

積
極
的
に
推
進
す
る
。

４
．
租
税
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行

い
、
適
正
公
平
な
税
制
の
確
立
と
租

税
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
提
言

活
動
を
行
う
。

５
．
会
員
企
業
並
び
に
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
の
た
め
、
講
演
会
、
研

修
会
、
広
報
活
動
等
の
事
業
を
積
極

的
に
実
施
し
、
各
種
情
報
の
迅
速
な

提
供
を
積
極
的
に
努
め
る
。

６
．
適
正
な
申
告
と
納
税
の
推
進
を

図
る
た
め
、
税
務
協
力
関
係
団
体
の

会
務
活
動
に
対
す
る
連
携
強
化
に
努

め
る
。

７
．
健
全
な
る
組
織
の
運
営
並
び
に

積
極
的
な
事
業
展
開
を
推
進
す
る
た

め
に
地
区
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
会
員
増
強
運
動
を
推
進

し
、
組
織
の
強
化
拡
大
を
図
る
。

８
．
公
益
法
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

会
運
営
及
び
事
業
活
動
の
推
進
に
努

め
る
。

９
．
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に

必
要
な
事
業
を
推
進
す
る
。

挨拶する中川会長

代表取締役社長　宇田川　仁　英

　

公益社団法人　土浦法人会報 （2）令和 7 年 4 月



中
川
会
長
が
　�

国
税
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

　

去
る
1
月
22
日(

水)

、
東
京
・

帝
国
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
全
法
連
主

催
の
「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
記
念
講
演

会
に
続
き
受
章
祝
典
が
行
わ
れ
、
納

税
功
労
に
対
す
る
表
彰
を
受
章
さ
れ

た
方
々
に
、
全
法
連
会
長
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
、
中
川
会
長
が
多
年

に
わ
た
る
法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、

納
税
意
識
の
高
揚
や
税
知
識
の
普
及

な
ど
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

ご
尽
力
さ
れ
、
こ
の
た
び
国
税
庁
長

官
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

全法連会長から記念品を受ける中川会長

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度�

�

実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー

　

去
る
1
月
21
日
（
火
）、
土
浦
市
・

ワ
ー
ク
ヒ
ル
土
浦
に
於
い
て
土
浦
商

工
会
議
所
と
の
共
催
に
よ
り
、
確
定

申
告
に
向
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等

の
実
務
対
応
ポ
イ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
税
理
士
の
塩
野
貴
之

氏
に
お
願
い
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
確
認
と
電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対

応
、
さ
ら
に
は
定
額
減
税
の
概
要
等

注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セミナー会場にて

法
人
税
等
に
関
す
る�

申
告
説
明
会・�

新
設
法
人
説
明
会
を
開
催

　

去
る
2
月
3
日（
月
）・
4
日（
火
）・

5
日
（
水
）
の
3
日
間
、
三
会
場
に

於
い
て
申
告
説
明
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
、
土
浦
税
務
署
の
審
理

専
門
官
に
お
願
い
し
、
決
算
か
ら

申
告
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
、
税
制

の
改
正
点
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ

き
ま
し
た
。

説明会会場にて

消
費
税
申
告
書
の�

�

書
き
方
講
座

　

去
る
2
月
20
日（
木
）・
21
日（
金
）

の
2
日
間
、
土
浦
市
・
ワ
ー
ク
ヒ

ル
土
浦
に
於
い
て
、
消
費
税
申
告

書
作
成
の
た
め
の
講
座
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
土
浦
税
務
署
の
審
理

専
門
官
に
お
願
い
し
、
消
費
税
の
基

本
的
な
し
く
み
や
区
分
経
理
に
加
え
、

一
般
用
・
簡
易
課
税
用
に
具
体
的
な

事
例
に
基
づ
く
税
額
の
計
算
方
法
か

ら
申
告
書
作
成
の
上
で
の
留
意
点
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

説明会会場にて

印
紙
税
実
務
研
修
会

　

去
る
3
月
6
日
（
木
）、
土
浦
市
・

ワ
ー
ク
ヒ
ル
土
浦
に
於
い
て
、
印
紙

税
の
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
水
戸
税
務
署
の
大
澤
上

席
調
査
官
に
お
願
い
し
、
印
紙
税
の

基
本
的
な
取
扱
い
に
加
え
、
日
常
の

業
務
で
注
意
を
要
す
る
項
目
を
中
心

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

印
紙
税
は
、
日
常
の
経
済
取
引
に

伴
っ
て
作
成
す
る
契
約
書
や
金
銭
の

受
取
書
（
領
収
書
）
な
ど
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
、
特
に
最
近
に
お
け
る

企
業
再
編
や
電
子
商
取
引
の
進
展
な

ど
経
済
取
引
の
複
雑
化
・
多
様
化
に

伴
い
、
作
成
さ
れ
る
文
書
の
内
容
も

複
雑
多
岐
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

参
加
者
は
熱
心
に
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。

説明会会場にて

■
県
法
連�

税
制
セ
ミ
ナ
ー
■

―
賃
上
げ
と
投
資
が
牽
引
す
る
成
長

�

型
経
済
へ
―

　

去
る
2
月
13
日
（
木
）、
水
戸
市
・

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
に
於
い
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て
、
専
修
大
学
経
済
学
部
教
授
の

鈴
木
将
覚
氏
を
お
招
き
し
、「
中
小

企
業
税
制
と
今
後
の
諸
課
題
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
令
和
7
年
度
の

税
制
改
正
大
綱
で
注
目
さ
れ
る
中
小

企
業
の
経
営
強
化
税
制
の
改
正
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
設
備
投
資
減
税
の

延
長
・
拡
充
や
法
人
税
率
の
軽
減
措

置
の
延
長
等
、
地
域
経
済
を
支
え
る

中
小
企
業
の
強
化
に
向
け
た
税
制
措

置
等
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セミナー会長にて

健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

～
生
涯
現
役
で
過
ご
す
た
め
の

�

健
康
法
～

　

福
利
厚
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

去
る
3
月
5
日
（
水
）、
つ
く
ば
市
・

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲
に
於
い
て
、

『
今
か
ら
は
じ
め
る
い
き
い
き
健
康

寿
命
対
策
』
を
テ
ー
マ
に
健
康
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、（
一
財
）
全
日
本
労
働

福
祉
協
会
の
保
健
師 

高
橋
美
和
様
に

お
願
い
し
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
習
慣

な
ど
、
今
か
ら
で
き
る
予
防
策
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
医
療
の
発
達
や
健
康
に

対
す
る
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、「
人

生
1
0
0
年
時
代
」
を
迎
え
、
こ

れ
か
ら
の
活
力
あ
る
充
実
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
食
事
や
運
動
な

ど
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
当
日
は
、
骨
密
度
の
測
定
を

行
い
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め

の
食
事
と
運
動
に
つ
い
て
も
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。

セミナー会場にて

明
る
い
職
場
は�

�

健
康
診
断
か
ら

～
健
康
と
長
寿
の
秘
訣
は�

　
　
　
生
活
習
慣
病
予
防
か
ら
～

　
（
公
社
）
土
浦
法
人
会
で
は
、（
一

財
）
全
日
本
労
働
福
祉
協
会
健
診
セ

ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
っ
て
、
2
月
19

日
（
水
）
土
浦
市
・
ワ
ー
ク
ヒ
ル
土

浦
を
会
場
に
、
一
日
人
間
ド
ッ
ク
形

式
に
よ
る
成
人
病
健
診
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
会
員
事
業
所
の

方
々
が
次
々
に
訪
れ
、
健
診
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

健診会場にて

社
会
貢
献
活
動
に�

�

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

　
（
公
社
）
土
浦
法
人
会
で
は
、「
身

近
な
社
会
貢
献
」
と
し
て
、
使
用
済

み
切
手
を
会
員
よ
り
収
集
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
附
致
し
ま
し
た
。

　

使
用
済
み
切
手
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
て
、
各
収
集
団
体
や
回

収
業
者
に
送
付
し
、
換
金
の
後
、
広

く
社
会
福
祉
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

使
用
済
み
切
手
運
動
ご
協
力�

�

の
お
願
い

　

使
用
済
み
切
手
運
動
の
趣
旨
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

※
集
め
た
使
用
済
み
切
手
は
、
当

法
人
会
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
回
収
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た�

�

事
業
所
様

〇
（
有
）
篠
崎
紙
器
製
作
所

〇
中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管
工
業
（
株
）

〇
東
洋
プ
ラ
ン
ト
工
業
（
株
）

　
「
使
用
済
み
切
手
」
の
収
集
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

使用済み切手
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地
区
会
・
部
会
だ
よ
り

■

石

岡

支

部

■

―
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
―

　

去
る
2
月
12
日
（
水
）、
石
岡
支

部
（
石
岡
・
八
郷
・
千
代
田
・
霞
ヶ

浦
）
で
は
、
交
流
・
親
睦
を
目
的
に
、

石
岡
市
・
G
I
G
O
 B
O
W
L
石

岡
に
於
い
て
、
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
八
郷
地
区
会
が
主
幹
と

な
り
企
画
い
た
だ
き
、
当
日
は
、
35

名
が
参
加
し
て
日
頃
の
腕
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
は
、
表
彰
式
を
開

催
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交

流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
優　

勝　

綿
引　

眞
一

　
　
　
　
　
（
株
）フ
ロ
ム
ダ
ブ
リ
ュ
ー

▽
準
優
勝　

島
田　

哲

　
　
　
　
　

島
田
建
設
（
株
）

▽
第
三
位　

田
辺  

仁

　
　
　
　
　
（
株
）
や
ま
た
け

■
石
岡
地
区
会
■

新
春
講
演
会
を
開
催

～
混
迷
す
る
日
本
経
済
・

�

石
破
政
権
の
行
方
～

　

去
る
1
月
22
日
（
水
）、
石
岡
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
於
き
ま
し
て
、
政
治

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
﨑
史
郎
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
ど
う
な
る
日

本
の
政
治
経
済
～
米
中
と
の
付
き
合

い
方
～
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
40
年
以
上
に
わ
た
る

政
治
取
材
か
ら
政
界
の
幅
広
い
人
脈

と
長
年
の
経
験
を
踏
ま
え
、
歴
代
の

総
理
大
臣
経
験
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
現
政
権
や
政
治
の
舞
台
裏
ま
で
、

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
石

破
政
権
に
つ
い
て
は
、
野
党
が
一
枚

岩
で
は
な
い
こ
と
や
、
石
破
総
理
の

答
弁
力
が
高
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

長
期
政
権
に
な
り
得
る
と
自
論
を
展

開
。
さ
ら
に
は
自
身
の
取
材
信
条
に

触
れ
、
大
変
興
味
深
い
お
話
を
お
伺

い
致
し
ま
し
た
。

■
千
代
田
地
区
会
■

新
春
経
営
者
研
修
会
を
開
催

―
地
域
資
源
の
活
用
と
発
信
力
―

　

去
る
2
月
1
日
（
土
）、
か
す
み

が
う
ら
市
・
う
ま
い
も
ん
処
に
於
い

て
、
恒
例
の
研
修
会
及
び
賀
詞
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
参
議
院
議
員
の
上
月

良
祐
氏
を
お
招
き
し
、「
私
た
ち
の

国
は
何
で
稼
ぐ
の
か~

日
本
経
済
・

社
会
の
課
題
と
未
来
」
を
テ
ー
マ
に

今
後
の
日
本
が
進
む
べ
き
道
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

上
月
氏
は
、
現
在
は
自
民
党
農
林

部
会
長
の
要
職
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で

茨
城
県
副
知
事
、
経
済
産
業
副
大
臣

を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
農
業
事
情
に

精
通
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
人
口
減
少
と
急
激
な

少
子
高
齢
化
の
中
で
の
成
長
と
い
う

世
界
に
例
の
な
い
課
題
に
直
面
し
て

優勝の綿引氏（左）

講演する上月氏

講演する田﨑氏
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い
る
環
境
下
に
お
い
て
、
日
本
経
済

は
未
来
に
向
け
て
と
て
も
重
要
な
時

期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
と
し
た
上

で
、
地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
活
用

し
て
地
場
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
、
そ
し
て
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
、

他
社
製
品
と
の
差
別
化
を
図
り
、
付

加
価
値
を
高
め
企
業
全
体
の
稼
ぐ
力

を
高
め
る
こ
と
で
、
緩
や
か
な
イ
ン

フ
レ
と
成
長
の
好
循
環
が
生
ま
れ
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
交
流
会
で
は
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
だ
き
、
義
援

金
を
募
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。井上会長からお預かり致しまし

た（左）

■
つ
く
ば
地
区
会
■

【
新
春
講
演
会
並
び
に
合
同
新
年
会
】

　

去
る
1
月
19
日
（
日
）、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
東
雲
に
於
い
て
、
つ
く
ば

市
商
工
会
と
の
共
催
に
よ
り
恒
例
の

新
春
講
演
会
と
新
年
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
1
6
4
名
の
出
席
の
も

と
講
演
会
で
は
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
田
﨑
史
郎
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
令
和
7
年
の
政
治
経
済
の
展

望
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
﨑
氏
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て

き
た
政
治
取
材
か
ら
、
独
自
の
視
点

で
現
政
権
か
ら
政
治
の
裏
ま
で
深
堀

り
し
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

常
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
批

判
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
と
に
か
く

取
材
し
て
事
実
だ
と
思
っ
た
こ
と
を

正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
現
場

主
義
が
自
身
の
信
条
と
語
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
政
治
を
川
の
流
れ
に
た
と

え
、
同
じ
流
れ
は
な
く
て
、
よ
ど
む

こ
と
が
あ
っ
て
も
ま
た
流
れ
る
。
常

に
変
化
し
て
い
く
も
の
。
ま
た
何
が

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
政
治
の

世
界
と
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

懇親会にて・鏡開き

視
察
研
修
会
を
開
催

～
圧
巻
の
「
世
界
遺
産
巡
り
」
～

　

つ
く
ば
地
区
会
で
は
、
令
和
7
年

1
月
26
日
（
日
）
～
28
日
（
火
）
の

期
間
で
、
奈
良
・
京
都
方
面
へ
の
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
か
ら
J
R
を
乗
り

継
い
で
、
京
都
駅
に
無
事
到
着
。
駅

は
人
気
の
観
光
地
と
あ
っ
て
海
外
か

ら
の
ツ
ア
ー
客
や
学
生
団
体
で
大
変

混
雑
し
て
お
り
ま
し
た
。
貸
切
バ
ス

に
乗
り
込
む
と
、
一
行
は
奈
良
方
面

に
向
か
い
ま
し
た
。
最
初
の
目
的
地

「
東
大
寺
」
は
世
界
遺
産
と
し
て
、
奈

良
で
は
一
番
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
。
大

仏
の
大
き
さ
と
迫
力
に
感
動
。
多
く

の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
京
都
の
「
平
等
院
鳳

凰
堂
」
を
見
学
。
10
円
玉
に
描
か
れ

て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
、
写
真
映

え
す
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

平等院鳳凰堂にて

　

昼
食
は
、
京
都
の
酒
ど
こ
ろ
伏
見

の
会
場
の
「
黄
桜 

伏
水
蔵
」。
日
本

酒
造
り
と
地
ビ
ー
ル
造
り
が
同
時
に

見
学
で
き
る
施
設
で
酒
造
り
の
奥
深

さ
を
学
び
ま
し
た
。
見
学
後
は
、
出

来
立
て
の
ビ
ー
ル
と
限
定
酒
で
乾

杯
。旬
の
食
事
を
堪
能
致
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
向
か
っ
た
「
伏
見
稲
荷
神

社
」
は
、
全
国
に
約
3
，
0
0
0

社
あ
る
と
言
わ
れ
る
稲
荷
神
社
の
総

本
宮
。
見
ど
こ
ろ
は
、
や
は
り
「
千

本
鳥
居
」。
朱
塗
り
の
鳥
居
が
連
な

る
光
景
は
圧
巻
の
一
言
で
し
た
。

　

3
日
目
は
、
絢
爛
豪
華
な
北
山
文

化
を
代
表
す
る
「
金
閣
寺
」
を
見
学
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
陽
光
を
浴
び
て

輝
く
姿
と
池
に
映
る
姿
も
美
し
く
、

迫
力
満
点
で
し
た
。
世
界
文
化
遺
産

を
巡
り
、
歴
史
と
文
化
に
触
れ
る
贅

沢
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

伏見稲荷神社にて

■
つ
く
ば
み
ら
い
地
区
会
■

～
鎌
倉
視
察
研
修
会
～

　

去
る
2
月
12
日
（
水
）、
参
加
者

17
名
で
神
奈
川
県
鎌
倉
方
面
に
視
察

研
修
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
に
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重
要
文
化
財
の
本
宮
を
参
拝
し
た
の

ち
、
大
石
段
上
か
ら
鎌
倉
の
街
を
一

望
し
ま
し
た
。
静
御
前
が
源
義
経
を

慕
い
、
心
を
こ
め
て
舞
っ
た
舞
殿
や

強
風
の
為
に
倒
伏
し
た
御
神
木
を
見

学
し
、
遠
い
昔
に
思
い
を
巡
ら
せ
つ

つ
、
そ
れ
ら
の
管
理
保
存
の
素
晴
ら

し
さ
に
も
感
心
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
町
通
り
お
よ
び
周
辺

街
並
み
散
策
へ
向
か
い
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
観
光
客
が
思
い
思
い
に
散
策
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
予
想
以
上

に
外
国
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
昼
食

は
老
舗
日
本
料
理
店
で
ゆ
っ
た
り
と

和
食
懐
石
を
堪
能
し
ま
し
た
。
味
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
色
ど
り
も
良
く

大
満
足
な
内
容
で
し
た
。

　

午
後
は
、
鎌
倉
大
仏
殿
広
徳
院
に

て
国
宝
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
「
露

坐
の
大
仏
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
何

十
年
か
ぶ
り
に
来
た
会
員
さ
ん
も
多

く
、懐
か
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

大
仏
の
内
部
に
も
入
り
じ
っ
く
り
観

察
し
て
み
る
と
、
改
め
て
昔
の
鋳
造

技
術
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
怪
我
や
事

故
も
な
く
無
事
に
帰
宅
で
き
ま
し
た
。

日
頃
は
何
か
と
忙
し
く
ゆ
っ
く
り
話

を
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
こ
と
が
多

い
会
員
同
士
も
、
和
や
か
に
情
報
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意

義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

鎌倉大仏にて

■
新
自
治
地
区
会
■

【
新
春
講
演
会
を
開
催
】

～
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
か
し
て
　

�

販
路
拡
大
！
～

　

去
る
1
月
27
日
（
月
）、
土
浦
市

新
治
商
工
会
に
於
い
て
、「
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
へ
の
出
し
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
研
修
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
中
小
企
業
診
断
士
の
井

手
美
由
樹
様
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

基
本
的
な
し
く
み
と
、
活
用
事
例
の

紹
介
、
さ
ら
に
は
返
礼
品
開
発
ま
で

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
者
の

販
路
拡
大
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
が
満
載

で
、
I
T
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
売

上
U
P
に
つ
な
が
る
た
め
の
考
え

方
や
商
品
の
P
R
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
県
連
女
性・青
年
部
会
■

―
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
事
の

�

大
切
さ
を
伝
え
る
―

　

去
る
2
月
19
日
（
水
）、
水
戸
京

成
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
県
連
女
性
部

会
・
青
年
部
会
共
催
に
よ
る
新
春
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
歌
手
の
木
山
裕
策
氏
を
お
招
き

し
て
、「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
ー

夢
を
あ
き
ら
め
ず
に
ー
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
と
ラ
イ
ブ
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

木
山
氏
は
、
働
き
盛
り
の
36
歳
の

時
、
甲
状
腺
が
ん
が
発
覚
し
て
医
師

か
ら
声
が
出
な
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

夢
だ
っ
た
歌
手
へ
の
挑
戦
を
決
意
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
で
一
度
は
不

合
格
に
な
る
も
の
の
、
あ
き
ら
め
き

れ
ず
、
再
挑
戦
し
見
事
「
h
o
m
e
」

で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
講
演
で
は
、

が
ん
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
経
験
、
そ

し
て
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
、
家
族
と
の
絆
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
事
さ
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、「
h
o
m
e
」
の
生
歌

を
披
露
。
心
に
沁
み
る
歌
声
に
感
動

致
し
ま
し
た
。

講演する木山氏

■
（
公
社
）
青
年
部
会
■

～
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
～

　

去
る
2
月
5
日
（
水
）、
か
す
み

が
う
ら
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、

青
年
部
会
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
千
代
田
地
区
会
が
幹
事

地
区
会
と
な
っ
て
準
備
し
て
い
た
だ

き
、
当
日
は
、
20
名
が
参
加
し
て
交スタート前に記念撮影
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流
を
図
り
な
が
ら
日
頃
の
腕
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

（
成
績
）　

W
ペ
リ
ア　
（
敬
称
略
）

▽
優　

勝　

赤
荻 

秀
康

　
　
　
　
　
（
株
）
ア
カ
オ
ギ

▽
準
優
勝　

樋
口 

勝
也

　
　
　
　
　
（
株
）
ア
ル
テ
ッ
ク

▽
三　

位　

櫻
井 

繁
行

　
　
　
　
　
（
株
）
千
和

～
設
立
40
周
年
記
念
視
察
研
修
会
～

～
釜
山
の
魅
力
を
満
喫
!
～

　
（
公
社
）
青
年
部
会
で
は
、
去
る

2
月
21
日
（
金
）
～
23
日
（
日
）
の

日
程
で
、
韓
国
・
釜
山
方
面
の
海
外

視
察
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

出
発
当
日
は
、
9
時
25
分
に
成
田

空
港
第
一
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
合
。
出

国
手
続
を
済
ま
せ
る
と
、
約
2
時
間

30
分
の
フ
ラ
イ
ト
で
一
路
、
釜
山
の

金
海
国
際
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

入
国
審
査
を
経
て
、
タ
ク
シ
ー
で
ホ

テ
ル
に
向
か
い
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
ホ
テ
ル
周

辺
を
散
策
致
し
ま
し
た
。
夕
食
は
、

地
元
の
グ
ル
メ
・
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド

を
堪
能
致
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、現
地
ガ
イ
ド
を
付
け
て
、

終
日
、
市
内
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
甘
川
文
化
村
」は
、韓
国
の
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
と
も
呼
ば
れ
る
観
光
地
。
山

の
斜
面
に
重
な
る
カ
ラ
フ
ル
な
家
々

の
景
色
が
広
が
り
、
S
N
S
映
え
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。甘川文化村にて

　

午
後
は
、
国
際
市
場
で
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
と
食
べ
歩
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

釜
山
旅
行
の
締
め
括
り
は
、「
釜

山
タ
ワ
ー
」
か
ら
の
夜
景
観
賞
。
韓

国
第
二
の
都
市
で
あ
り
、
韓
国
最
大

の
港
町
・
釜
山
の
街
並
み
が
一
望
で

き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
釜
山
と
の
別
れ
が
名

残
惜
し
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
10
時

30
分
に
ホ
テ
ル
を
出
る
と
、
空
港
に

向
か
い
、
午
後
1
時
25
分
の
出
発
ま

で
は
免
税
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
み
釜
山
観
光
を
満
喫
、
メ
モ
リ
ア

ル
事
業
と
致
し
ま
し
た
。

海東龍宮寺にて

■
（
公
社
）
女
性
部
会
■

―
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
作
品
展
―

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き�

�

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
展
示

　
（
公
社
）
女
性
部
会
で
は
、
租
税
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
土
浦

税
務
署
管
内
の
小
学
校
5
、
6
年
生
を

対
象
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

イオン土浦展示会場にて　

租
税
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、「
税
の
大

切
さ
」
や
「
税
の
果
た
す
役
割
」
に
つ

い
て
学
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
知
識
や
感

想
を
「
絵
は
が
き
」
に
表
現
す
る
こ
と

で
、
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
は
、管
内
の
37
小
学
校
か
ら
、

9
9
9
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
中
か
ら
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た

2
5
0
作
品
を
2
会
場
で
展
示
致

し
ま
し
た
。　
　

イーアスつくばにて

―
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え

�

防
災
意
識
を
高
め
る
―

　
（
公
社
）
女
性
部
会
で
は
、
去
る

2
月
27
日
（
木
）、
間
税
会
女
性
部

と
の
合
同
に
よ
り
、
東
京
方
面
へ
の

視
察
研
修
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
31
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
「
大
人
の
社
会
科
見
学
」
と
題
し

て
、
近
年
、
自
然
災
害
が
増
加
す
る

中
で
、
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
通
し
て
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
目
的
と
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
見

学
を
企
画
致
し
ま
し
た
。

　

防
災
体
験
学
習
施
設
「
本
所
防
災

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
地
震
の
揺
れ
や

火
災
、
風
水
害
な
ど
が
体
験
で
き
、

参
加
者
は
災
害
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
豊
洲
市
場
に
隣
接
す
る

「
千
客
万
来
」
で
、
新
鮮
な
魚
介
類

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
午
後
は
、
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租
税
教
室
で
学
校
訪
問

～
見
て
・
聞
い
て
・
体
験
し
て
～

�

税
の
意
義
や
役
割
を
理
解

　

青
年
部
会
で
は
、
次
代
を
担
う
児

童
の
皆
さ
ん
に
、
税
が
こ
の
社
会
で

果
た
し
て
い
る
役
割
の
重
要
性
を
正

し
く
理
解
し
、
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
が
、

小
学
校
を
訪
問
し
て
、「
租
税
教
室
」

を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
6
年
生
を
対
象
に
、

D
V
D
鑑
賞
や
、
税
金
ク
イ
ズ
、

一
億
円
（
レ
プ
リ
カ
）
の
重
さ
を
体

験
し
て
、
税
の
し
く
み
や
税
の
使
わ

れ
方
を
学
習
し
、
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
租
税
教
室
に
つ
き
ま
し
て

は
、
間
税
会
青
年
部
と
合
同
で
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
は
管
内
5
市
の
31

小
学
校
を
訪
問
致
し
ま
し
た
。

つくば市立今鹿島小学校

北
区
に
あ
る
「
渋
沢
史
料
館
」
を
見

学
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
新
一
万

円
札
の
肖
像
と
な
っ
た
実
業
家
・
渋

沢
栄
一
氏
が
実
業
家
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
始
め
た
地
で
あ
り
、
史
料

館
に
は
、
生
涯
と
近
代
日
本
の
礎
を

築
か
れ
た
功
績
に
関
す
る
資
料
が
収

蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

締
め
括
り
は
、「
東
京
ド
ー
ム
ホ

テ
ル
」
の
デ
ィ
ナ
ー
ブ
ッ
フ
ェ
。

　

種
類
が
豊
富
で
、旬
の
味
覚
を
し
っ

か
り
堪
能
で
き
ま
し
た
。
お
腹
も
満

た
さ
れ
無
事
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。地震の揺れを体感する参加者千客万来にて

■
つ
く
ば
地
区
会
女
性
部
会
■

～
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で

�

お
供
え
花
を
～

　

去
る
2
月
13
日
（
木
）、
女
性
部

会
に
よ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
人
気

の
「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
。」

　

講
師
は
、
女
性
部
会
長
の
中
山
智

恵
子
さ
ん
に
お
願
い
し
、「
仏
花
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
を
実
施
致
し

ま
し
た
。

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
は
、
扱

い
が
繊
細
で
こ
わ
れ
や
す
い
が
、
長

時
間
美
し
さ
を
保
ち
、
手
入
れ
が
簡

単
と
あ
っ
て
、
参
加
者
は
親
切
丁
寧

な
指
導
を
受
け
て
、
初
心
者
で
も
ス

ム
ー
ズ
に
こ
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
ア
レ
ン
ジ
仏
花
が
出
来

ま
し
た
。

作品を手に参加された皆さん
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ホテル

亀の井ホテル筑波山
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つくば市立並木小学校かすみがうら市立千代田義務教育学校
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こ の 人
（
公
社
）土
浦
法
人
会
　
研
修
委
員

兵　

藤　

昭　

彦 

さ
ん

　

か
す
み
が
う
ら
市
上
土
田
で
、
栗

の
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
を
手

が
け
る
（
株
）
四
万
騎
農
園
の
三
代

目
社
長
さ
ん
。
昭
和
40
年
8
月
生
ま

れ
の
59
才
。
茨
城
の
栗
は
、
栽
培
面

積
、
生
産
量
と
も
に
全
国
一
位
を
誇

り
、
主
な
産
地
は
か
す
み
が
う
ら
市
・

笠
間
市
・
石
岡
市
。
な
か
で
も
、
か

す
み
が
う
ら
市
は
県
内
の
栗
生
産
発

祥
の
地
と
言
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
地
域

産
業
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た
。

四
万
騎
農
園
の
社
名
の
由
来
は
、
旧

地
名
・
字
名
の
「
四
万
騎
」
か
ら
命

名
。
創
業
は
古
く
大
正
8
年
。
先
々

代
の
兵
藤
直
彦
氏
は
東
京
大
学
農
学

部
で
学
び
、
現
在
の
地
で
栗
農
園
を

ス
タ
ー
ト
。

　

堆
肥
や
菜
種
に
よ
る
土
づ
く
り
や

品
種
改
良
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上

を
図
っ
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
独
自
の

研
究
を
重
ね
、
凍
害
に
強
い
と
さ
れ

る
「
高
接
苗
」
を
考
案
。
地
上
30
㎝

く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
接
ぎ
木
す
る
こ

と
で
、
若
木
の
枯
損
率
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
、
現
在
は
茨
城
県
を
は
じ
め

日
本
全
国
の
栗
栽
培
に
普
及
。
茨
城

栗
の
発
展
の
基
礎
を
築
か
れ
て
こ
ら

れ
た
。

　

以
来
、「
高
品
質
の
栗
づ
く
り
」

を
通
し
て
、
加
工
食
品
の
開
発
と
販

売
に
も
注
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。
現

在
は
、
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
、

12
品
種
の
栗
の
生
産
を
行
い
、
収
穫

量
は
約
15
ト
ン
。
代
表
的
な
品
種
は

「
丹
沢
」「
石
鎚
」。
他
に
も
接
ぎ
木

苗
の
生
産
と
販
売
も
行
い
、
事
業
を

軌
道
に
乗
せ
る
。
兵
藤
社
長
は
医
薬

品
の
卸
売
販
売
を
行
う
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
か
ら
の
転
身
で
、
32
才
で
家
業
を

継
承
。

　

平
成
21
年
11
月
に
は
法
人
化
。
栗

栽
培
の
志
と
技
術
を
受
け
継
い
で
こ

ら
れ
た
。

　

栗
の
木
は
成
長
が
早
く
、
接
ぎ
木

し
た
苗
を
植
え
て
か
ら
約
3
年
で
実

を
結
び
6
、
7
年
で
成
木
と
な
り
収

穫
を
迎
え
る
。
そ
し
て
15
年
か
ら
20

年
で
老
木
の
植
え
換
え
を
行
う
こ
と

で
、
生
産
性
と
品
質
の
向
上
に
努
め

ら
れ
て
お
ら
れ
る
。
栗
の
旬
は
短
く
、

わ
ず
か
2
か
月
。
9
月
初
旬
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
10
月
ま
で
に
最
盛
期
を

迎
え
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
13
名
で
、
手
間
を
惜

し
ま
ず
一
粒
一
粒
、
手
作
業
に
よ
る

収
穫
を
行
う
。
ま
た
、
生
産
へ
の
こ

だ
わ
り
は
多
く
、
広
め
の
樹
間
や
品

種
別
の
収
穫
、
低
温
貯
蔵
に
よ
り
熟

成
さ
れ
た
栗
を
提
供
さ
れ
て
い
る
。

自
然
農
法
を
用
い
て
収
穫
さ
れ
た
栗

は
、
農
園
に
併
設
す
る
店
舗
で
、
マ

ロ
ン
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
は
じ
め
自

家
製
加
工
品
の
渋
皮
煮
や
栗
ジ
ャ
ム

な
ど
と
共
に
、
年
間
を
通
し
て
販
売

す
る
。

　

加
工
品
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
も
登
録
販
売
し
、
か
す
み

が
う
ら
の
栗
の
消
費
拡
大
に
も
貢
献

さ
れ
て
い
る
。
丹
精
込
め
た
こ
だ
わ

り
の
商
品
だ
け
に
、
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
く
励
み
に
な
る
と
話
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
安
心
・
安
全
な
地
元
の
素
材
で
お
い

し
さ
を
追
求
す
る
こ
と
を
念
頭
に
信
頼

の
味
を
お
届
け
し
た
い
と
い
う
。

　

も
っ
ぱ
ら
の
関
心
事
は
、「
商
品

開
発
」。
そ
し
て
6
次
産
業
の
事
業

拡
大
。
年
間
を
通
し
た
集
客
を
目
的

に
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
に
も
取

り
組
ん
で
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢

献
し
た
い
と
話
す
。
通
称
、〝
果
樹

園
通
り
〟
の
一
角
に
四
万
騎
農
園
が

あ
り
、
春
先
に
は
栗
の
木
の
足
元
を

黄
色
い
菜
の
花
の
絨
毯
が
一
面
を
埋

め
尽
く
し
、
来
た
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。

　

活
動
の
幅
は
広
く
、
所
属
す
る
つ

く
ば
O
A
K
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に
も
貢
献

さ
れ
、
周
囲
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

ま
た
茨
城
県
栗
研
究
会
、
茨
城
県
果

樹
種
苗
協
議
会
に
も
所
属
さ
れ
、
更

な
る
品
質
向
上
に
向
け
た
探
求
に
も

余
念
が
な
い
。

　

趣
味
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
と
釣
り
。

30
年
振
り
の
リ
タ
ー
ン
ラ
イ
ダ
ー
。

こ
れ
か
ら
の
気
持
ち
い
い
季
節
に

ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
る
。
ご
家

族
は
、
父
親
と
ご
夫
婦
。

　

法
人
会
に
あ
っ
て
は
、
令
和
3
年

か
ら
研
修
委
員
と
し
て
親
睦
交
流
を

目
的
と
し
た
事
業
の
企
画
・
立
案
に

携
わ
り
会
活
動
に
積
極
的
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

実
施
し
て
い
る
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
租
税
教
育

活
動
に
も
、ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

株式会社 四万騎農園
生栗・栗菓・贈答

茨城県かすみがうら市上土田 1020-24
TEL 0299-59-2038
HP　https://shimakinoen.com/

代表取締役 兵藤　昭彦
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税
と
聞
く
と
、
も
の
を
買
っ
た
時
や
、
収
入
が
あ
っ
た
時
、
会
社
が
も
う
か
っ
た
時
に
負
担

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
あ
ま
り
良
い
印
象
を
持
た
な
い
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
マ
イ

ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
だ
け
の
税
金
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
間
の
行
動
を
変
え
る
目
的
を
持
っ
た
税

金
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
関
税
と
呼
ば
れ
る
税
が
あ
り
ま
す
。
主
に
海
外
か
ら
も
の
を
買
う
と
課
せ
ら
れ
る

税
の
こ
と
で
す
。
関
税
の
目
的
は
、
安
い
海
外
製
品
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
国
内
産
業
が
衰
退

す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
や
、
関
税
を
納
め
な
く
て
よ
い
よ
う
に
海
外
メ
ー
カ
ー
を
国
内
に
誘
致

す
る
と
い
っ
た
目
的
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
資
源
が
少
な
い
国
な
の
で
、
食
料
や
原
材
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
高

く
設
定
す
れ
ば
沢
山
の
税
収
と
な
る
が
、
実
際
は
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
関
税
は

収
入
全
体
の
二
％
以
下
し
か
な
く
、
税
収
を
目
的
と
し
た
税
金
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

日
本
は
主
に
原
材
料
を
輸
入
し
て
加
工
し
、
価
値
を
つ
け
加
え
て
輸
出
す
る
国
の
為
、
安
く
輸

入
し
、
高
く
輸
出
し
利
益
を
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
材
料
の
関
税
は
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、先
進
国
で
は
国
の
税
収
入
に
占
め
る
関
税
の
割
合
は
五
％
以
下
が
多
く
、

発
展
途
上
国
で
は
自
国
産
業
の
保
護
を
目
的
に
五
十
％
を
超
え
た
関
税
を
設
定
し
て
い
る
国
が

多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
関
税
は
政
治
的
な
駆
け
引
き
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
近
年
で

は
ア
メ
リ
カ
が
中
国
製
品
に
対
し
て
追
加
で
関
税
を
課
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
税
は
環
境
税
と
呼
ば
れ
る
環
境
保
全
を
目
的
に
し
た
税
が
あ
り
ま
す
。
法
律
的
な

規
制
で
は
な
く
、
税
を
負
担
し
た
く
な
い
と
い
う
消
費
者
行
動
を
利
用
し
て
、
環
境
に
影
響
を

与
え
る
も
の
に
課
税
や
減
税
を
行
い
、
社
会
行
動
の
変
化
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
環
境
税
の
状
況
を
見
る
と
、
現
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
最
も
高
く
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
一
ト
ン

あ
た
り
、
一
万
六
千
円
の
炭
素
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
日
本
で
は
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
と
い
っ

た
す
べ
て
の
化
石
燃
料
に
対
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
一
ト
ン
あ
た
り
、
二
百
八
十
九
円
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
の
環
境
税
の
負
担
は
非
常
に
少
な
く
見
ら
れ
、
消
極
的
な
姿
勢
と
と

ら
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
日
本
は
既
に
環
境
技
術
が
他
の
国
よ
り
優
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
の
面
で
他
国
よ
り
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

も
の
を
大
切
に
使
う
、「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」
の
考
え
や
、
コ
ス
ト
を
抑
え
た
企
業
活
動
、
人
に

迷
惑
を
か
け
た
が
ら
な
い
「
恥
」
の
文
化
な
ど
か
ら
、
省
エ
ネ
や
効
率
化
と
い
っ
た
誇
れ
る
技

術
が
普
及
し
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
炭
素
税
の
本
格
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
技
術
革
新

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
税
に
は
利
益
の
再
分
配
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
目
的
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
消
費
税
や
所
得
税
、
法
人
税
な
ど
負
担
す
る
部
分
だ
け
が
目
に
つ
き
や
す
い
が
、
人
間
の

社
会
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

土
浦
税
務
署
長
賞

茗
溪
学
園
中
学
校 

佐
野　

綾 

さ
ん

税

　

私
の
通
っ
た
小
学
校
は
、
高
台
に
あ
る
。
霞
ケ
浦
は
き
ら
き
ら
と
眩
し
く
、
遠
く
に
は
富
士

山
が
見
え
る
。
全
校
生
徒
は
百
人
も
居
な
い
。
ク
ラ
ス
は
十
人
も
居
れ
ば
多
い
ほ
う
だ
っ
た
。

全
生
徒
の
名
前
も
す
ぐ
覚
え
た
し
、
学
年
分
け
隔
て
な
く
友
達
だ
っ
た
。
創
立
し
て
か
ら
百
年

以
上
続
く
歴
史
あ
る
小
学
校
だ
っ
た
が
、
少
子
化
が
進
み
閉
校
し
て
し
ま
っ
た
。

　

私
た
ち
の
過
ご
し
た
小
学
校
生
活
に
は
、
と
て
も
多
く
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
何
色
が

似
合
う
か
、
心
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
選
ん
だ
ラ
ン
ド
セ
ル
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
増
え
て

い
く
教
科
書
。
教
室
の
机
や
椅
子
、
音
楽
室
の
楽
器
や
体
育
館
の
体
育
用
具
。
そ
れ
に
、
プ
ー

ル
や
冷
暖
房
の
費
用
ま
で
も
。
学
校
生
活
に
、
か
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り
だ
。
老
朽
化
し
た
校

舎
や
体
育
館
を
修
繕
し
て
く
れ
た
り
、
授
業
に
使
う
道
具
も
補
充
し
て
く
れ
た
り
、
す
ぐ
対
応

し
て
く
れ
た
。
二
年
生
か
ら
は
複
式
学
級
と
な
っ
た
。
一
ク
ラ
ス
の
前
後
で
授
業
が
行
わ
れ
る

た
め
、
黒
板
が
新
し
く
追
加
さ
れ
た
。
お
互
い
の
授
業
が
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
仕
切
り
板
も

用
意
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防
止
で
臨
時
休
業
に
な
っ
て
か
ら
は
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
支
給
さ
れ
た
。
学
校
へ
行
け
な
く
て
も
、
画
面
を
通
し
て
先
生
の
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
勉
強
す
る
意
欲
も
強
く
な
り
、
友
達
と
切
磋
琢
磨
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
自
分
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
課
題
を
ま
と
め
て
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び
か
ら
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
た
ち
の
学
び
を
、
止
め
ず
に
い
て
く
れ
た
お
陰
だ
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
学
校
へ
の
通
学
路
の
整
備
、
伸
び
た
枝
の
伐
採
や
草
の
除
草
な
ど
も
し

て
く
れ
て
、
見
守
り
隊
と
挨
拶
交
流
が
で
き
た
。
警
察
官
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
く
れ
て
、
不
審

者
や
事
故
か
ら
守
っ
て
く
れ
た
。
安
心
、
安
全
に
通
学
で
き
た
の
も
、
税
金
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

恵
ま
れ
た
環
境
で
、
充
実
し
た
六
年
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
多
く
の
人
々
が
納
め

て
く
れ
た
税
金
だ
。
小
学
校
で
勉
強
す
る
の
に
、
一
体
ど
の
く
ら
い
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の

か
調
べ
て
み
る
と
、
公
立
の
場
合
、
一
年
間
で
約
八
十
八
万
円
以
上
、
六
年
間
で
計
算
す
る
と
、

実
に
五
百
二
十
万
円
以
上
も
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
思
わ
ず
「
え
―
っ
！
」
と
叫
ん
で
し
ま
っ

た
。
こ
ん
な
に
も
大
金
が
か
か
っ
て
い
た
な
ん
て
、
本
当
に
驚
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
税
金
の

有
難
み
を
深
く
感
じ
、使
い
方
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。私
が
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、

学
校
生
活
を
無
駄
に
せ
ず
、
学
び
を
続
け
る
こ
と
だ
。

　

つ
い
先
日
、小
学
校
の
閉
校
式
が
あ
り
、地
域
の
方
々
、た
く
さ
ん
の
卒
業
生
や
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
と
、
最
後
の
お
別
れ
を
し
た
。
不
思
議
と
寂
し
く
は
な
い
。
こ
こ
に
通
っ
た
大
勢
の

み
ん
な
が
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、思
い
出
に
手
を
叩
い
て
大
笑
い
を
し
て
い
る
。こ
の
小
学
校
は
、

み
ん
な
の
心
に
残
存
し
て
い
る
の
だ
。
税
金
の
恩
恵
で
、
こ
こ
で
学
べ
た
こ
と
、
こ
こ
を
卒
業

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

　

小
学
校
は
幕
を
下
ろ
し
た
が
、
私
の
学
校
生
活
の
幕
は
開
か
れ
た
ば
か
り
だ
。
こ
れ
か
ら
の

私
の
人
生
、
税
金
と
共
に
温
か
な
未
来
を
創
っ
て
い
き
た
い
。

土
浦
税
務
署
長
賞

石
岡
市
立
石
岡
中
学
校 

廣
原　

凛
子 

さ
ん

あ
り
が
と
う
小
学
校

令
和
6
年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
優
秀
作
品

（
公
社
）
土
浦
法
人
会
で
は
、
租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
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≪電子帳簿保存法 (電子取引関係 )に関するQ＆A≫

　A　	 認められます。当該メールに含まれる取引情報が失われないのであれば、メ
ールの内容をPDF等にエクスポート・変換するなど合理的な方法により編集し
たもので保存することとしても差し支えありません。

Q1．	 自社のメールシステムでは受領した取引情報に係る電子データについて検索機
能を備えることができません。その場合、メールの内容をPDF等にエクスポート・
変換し、検索機能等を備えた上で保存する方法も認められますか。

　A　	 必ずしもこの方法に限られる訳ではありませんが、例えば、受領したPDFフ
ァイルを、その取引ごとにデータの同一性を保持したまま記録事項を変更する
ことなく単にデータを分割し、その分割したPDFファイルのファイル名に規則
性を持った形で記録項目を入力して一覧性を持って管理し、かつ税務職員のダ
ウンロードの求めに応じることができるようにしている場合等には、検索要件
を満たすと考えられます。

　　　なお、電子取引を行った場合には、検索要件のほか、①システム概要書の備
付け（自社開発システムの場合）、②ディスプレイやプリンタ等の見読可能装置
の備付け及び③タイムスタンプ等の改ざん防止措置を満たす必要があります。

Q2．	 複数の請求書等が含まれているようなPDF形式の電子データは、どのように
保存すれば検索要件を満たすこととなりますか。

　A　	 検索要件の記録項目としては、個々の取引ごとの取引年月日及び取引金額とし
て記録されているものをそれぞれ用いる方法のほか、その電子取引データを授受
した時点でその発行又は受領の年月日として記録されている年月日及びその電子
取引データに記録された取引金額の合計額を用いる方法としても、その取扱いが
各課税期間において自社で一貫した規則性を持っていれば差し支えありません。

Q3．	 １ヶ月分の取引がまとめて記録された納品書データを授受した場合、検索要件
の記録項目については、記録されている個々の取引ごとの取引年月日その他の日
付及び取引金額を設定する必要がありますか。
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● 意識的に深いまばたきをする
　  まばたきをすると涙の分泌が促進されます。
　 まぶたをギュッと閉じる深いまばたきが効果的。
● 加湿を心がける
　  目が乾いてしまうので、エアコンや扇風機の風

が直接顔に当たらないようにも注意しましょう。
● コンタクトレンズは正しい使い方を
　  目に違和感があるときは使用を控えましょう。
● 目薬をさす（用法・用量を守る）
　  目薬をさしても症状がよくならなければ眼科を受診。

● 生活習慣病を予防する・悪化させない
　  糖尿病や高血圧などの生活習慣病は目の病気を誘発しま

す。生活習慣を改善するとともに、現在治療中の人は自己
判断で治療をやめたりせず、悪化させないよう努めましょう。

● 禁煙する
　  タバコは目の血管を収縮させ血流を悪くします。
● 紫外線のダメージから目を守る
　  UV カットのサングラスや広いつばの帽子で対策しましょう。
● 目を酷使しない
　  スマホ・パソコンなどを見るときは適度に休憩を。

ドライアイを防ぐには？ 目の成人病を防ぐには？

　主に生活環境が原因であることが多く、集中してスマホや
パソコンなどを見続けることによるまばたきの減少、エアコン
などでの空気の乾燥などが挙げられます。
また、コンタクトレンズの使用もドライアイと密接な関係があ
るといわれています。

ドライアイになる原因

　ドライアイを放置しておくと、角膜が傷
つきやすくなり、そこに細菌などが感染す
ると角膜炎や結膜炎などを引き起こすこ
とがあります。疲れ目だと判断して放置
せず、症状が続くようであれば眼科医に
相談してください。

そのまま放置していると…

目の健康を守る予防策

初期 中期 後期

欠けてしまった視野はもとに戻すことができないため、早期
発見・治療が大切です。40 歳を過ぎたら眼圧検査、眼底
検査など、定期的に目の検査を受けましょう。

これでV

日々の生活を送る上で、人の悩みは尽きないもの。このページでは身体の部位別に健
康に関するお悩みをお聞きします。あなたのカラダはいかがですか？

カラダの
お 悩 み 相 談

医療法人小沢眼科内科病院
理事長 小沢忠彦

お悩み
の

■緑内障の見え方 ※�初期は片目のみ発症しても健康な方の目で補って見る
ため気がつきにくい

　40 代を越えると目の成人病といわれる緑内障、白内障、
加齢黄斑変性症などの発症確率が高くなります。
まずは眼科を受診しましょう。
　なかでも緑内障は、40 歳以上の人の約 20 人に 1 人がか
かっているといわれ、国内における中途失明の原因で最も多
い目の病気です。初期は一部分が少しかすむという程度から
始まり、気がついたときには見えない部分が広がって、症状
がかなり進んでいたということも珍しくありません。

視野が欠けてしまっているかも
　涙は目の表面をおおってバリアのような働きをしますが、何
らかの原因で涙が不足し、十分な役割を果たせていない状
態をドライアイといいます。目の乾きだけでなく、ゴロゴロし
た感じや痛み、充血といった症状はないですか？ドライアイの
症状は目が乾くことだけだと思われがちですが、さまざまな目
の不快感を引き起こすほか、目の表面に傷を伴うこともあり
ます。

目の乾き以外の症状は？

スマホを見てると目が
乾く…疲れ目でしょうか

見え方が今までと
変わった気がする…

それはドライアイ
かもしれません

すぐに眼科を
受診してください

目

パチ
パチ

季節の健康 （（一財）全日本労働福祉協会提供）
部位別

監修
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　「茨城エコ事業所」の登録を申請することができる事業所は、茨城県内に所在し、事業活動を行っている事業所であっ
て、「環境に配慮した取組項目」に取り組んでいる事業所です。

　登録を申請する事業所の方は、「茨城エコ事業所」登録申請書に必要事項を記載し、県の環境政策課に提出してくだ
さい。申請手数料などは一切かかりません。

　県の求めに応じ、申請後 3 カ月間の取組結果を報告していただき、県はその取組内容を審査し、「茨城県エコ事業所」
として登録します。

茨城県生活環境部環境政策課　環境企画グループ
〒310-8555　茨城県水戸市笠原町978-6　　TEL 029-301-2940　FAX 029-301-2949

土浦法人会は、茨城県のエコ事業所登録制度を推奨しています。

茨城エコ事業所
登　 録　 制　 度
　地球温暖化や廃棄物の増加など、深刻な環境問題の解決のため、
事業所による環境負荷を低減する取り組みが不可欠となっております。
　茨城県では、地球環境に配慮した取り組みを積極的に実践してい
る事業所を「茨城エコ事業所」として登録し、広く皆さんに紹介す
ることにより、環境への負荷の少ない循環型社会づくりを目指して
おります。

登録対象事業所

登 録 申 請 方 法

認 定 方 法

問合せ・申請先
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

被
災
地
の
復
興
支
援
に�

�

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を
寄
付

　

去
る
2
月
28
日
（
金
）、
茨
城
新
聞

文
化
福
祉
事
業
団
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事

業
開
催
に
よ
る
義
援
金
３
２
１
，
５
４

５
円
を
寄
付
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
土
浦
・
つ
く
ば
・

つ
く
ば
み
ら
い
・
霞
ヶ
浦
・
千
代
田
の

各
地
区
会
と
青
年
部
・
女
性
部
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
善
意

で
集
ま
り
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
域
の

復
興
を
は
じ
め
、
被
災
地
の
支
援
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　

平
素
よ
り
当
法
人
会
活
動
に
、
ご
理

解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
法
人
会
年
会
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
下
記
の
期
日
に
口
座
振

替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
口
座
振
替
日

　
6
月
9
日（
月
）・
6
月
12
日
（
木
）
契

約
時
期
に
よ
り
振
替
日
が
異
な
り
ま
す
。

　

女
性
部
会
年
会
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
月
14
日
（
月
）
に
振
替
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

定
時
総
会
の
ご
案
内

　

令
和
７
年
度
の
定
時
総
会
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
日
時　

令
和
７
年
６
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

▽
総
会　

午
後
３
時
～

　
　
　
　

▽
記
念
講
演
会　

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
～

◎
会
場　
つ
く
ば
市
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

頭
の
体
操
パ
ズ
ル
～
熟
語
づ
く
り
～

※
空
い
て
い
る
マ
ス
に
漢
字
を
入
れ

て
、四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
完
成
さ
せ
、
タ
テ
に
読
む
と
、

ま
た
別
の
四
字
熟
語
が
完
成
し
ま
す
。

な
ん
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？

〔
応
募
方
法
〕

パ
ズ
ル
の
相
違
7
ヶ
所
を
探
し
て
官
製

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
・
住
所
・
事
業

所
名
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

ご
応
募
下
さ
い
。

〔
締
め
切
り
〕

令
和
7
年
5
月
23
日
㈮
当
日
消
印
有
効

〔
抽
選
及
び
発
表
〕

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り
3
名
様

に
食
事
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

〔
応
募
先
〕

〒
300-

0051
土
浦
市
真
鍋
一

－

十
六

－

十
一

延
増
第
三
ビ
ル
一
階

（
公
社
）土
浦
法
人
会

「
第
120
号
会
報
パ
ズ
ル
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

※ 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
当

選
さ
れ
た
方
へ
の
賞
品
の
発
送
の
み

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　《
パ
ズ
ル
〜
間
違
い
探
し
に
挑
戦
！
〜
》

―
お
食
事
券
が
当
た
る
！
― 

　
　
　
　

　

第
119
号
会
報
掲
載
の
パ
ズ
ル
間
違
い

探
し
に
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
食
事
券
は

次
の
3
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

○
㈱
中
山
設
計
事
務
所 

中
山
奈
保
美

○
㈲
吉
田
建
築
計
画
事
務
所 

八
木
麻
梨
子

○
㈲
三
和
自
動
車 

鈴
木
真
理
子

パ
ズ
ル
～
四
字
熟
語
～
の
答
え

　

①
…
上
意
下
達
、
②
…
不
言
実
行

「
パ
ズ
ル
間
違
い
探
し
」

�

―
お
食
事
券
が
当
た
り
ま
し
た
―

①

②
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水戸支社 〒310-0026 茨城県水戸市泉町1-2-4 水戸泉町第一生命ビル
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発
行
人　

公
益
社
団
法
人　

土
浦
法
人
会　

〒
300-

0051
土
浦
市
真
鍋
一-

十
六-

十
一
延
増
第
三
ビ
ル
一
階　

編
集
人　

広
報
委
員
会　

印
刷
所　

株
式
会
社 

イ
セ
ブ

　
　
　
　
会　

長　

中
川　

喜
久
治　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
九-

八
二
二-

五
六
五
七　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九-

八
二
三-

九
六
三
七 

　
　

委
員
長　

岡
野　

良
男 

　
　
　
つ
く
ば
市
天
久
保
二-

一
一-

二
〇
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